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やさしさに出会う施設を

やすらぎに出会う施設を

そして

生きがいに出会う施設を

運営施設のご紹介～地域に根差した安全で質の高い介護サービスの提供を目指します
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・ケアピースの取り組み 介護現場のICT化

・１１月のＡｌｂｕｍ

★介護老人保健施設 ケアピース

★ケアステーションピース榛名

★ケアピースデイ えんがわ

★ケアピースキラリびと～職員紹介～

・運営施設のご紹介

～介護老人保健施設ケアピース～

ケアピースの取り組み

介護現場のICT化
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）
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

通
信
を
使
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
情
報
を

や
り
と
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
、

も
し
く
は
そ
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
技
術

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。
日
本
語
で
は
「
情

報
通
信
技
術
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
直
接
対

話
や
書
面
な
ど
を
使
い
行
っ
て
い
た
や
り
取

り
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
通
信
技

術
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
迅

速
か
つ
ス
マ
ー
ト
に
業
務
を
執
り
行
う
仕
組

み
に
な
り
ま
す
。

介
護
分
野
のIC

T

化
は
介
護
職
員
が
行
政
に

提
出
す
る
文
書
等
の
作
成
に
要
す
る
時
間
を

効
率
化
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
集
中

す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
介
護
施
設
の
情
報
をIC

T

化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
可
能
と
な

り
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
促
進
す
る
こ
と
に
も
期
待
が
持
た

れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
い
ろ
い
ろ
なIC

T

サ
ー
ビ
ス
が
生

ま
れ
て
お
り
、
介
護
の
現
場
は
今
後
よ
り
一

層IC
T

化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

IC
T

化
を
進
め
る
こ
と
で
、
関
連
事
業
所
・
事

業
所
内
多
職
種
が
連
携
し
、
職
員
の
働
き
や

す
さ
と
介
護
の
質
の
向
上
、
利
用
者
様
の
満

足
に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

介護老人保健施設 ケアピース

安心の看護・介護

適切なリハビリテーション

温かいお食事と栄養管理

歯科衛生士による口腔衛生管理

多彩なレクリエーション

医師による診察や健康管理

月２回の回診の他、病気や認知症、感染

症対策、リハビリに至るまで、総合診療

医のような幅広い対応をいたします。

日常の小さな心身の変化に目を配り、医

師の指示により日々の全身管理を行いま

す。また、利用者様の声を傾聴し、その

方らしく過ごせるよう支援いたします。

お一人おひとりの移動手段・歩行方法を

検討し、可能な限り歩行する機会が得ら

れるリハビリを実施いたします。

お一人おひとりの栄養計画を作成・遂行

いたします。また、歯科衛生士・言語療

法士と連携し、嚥下機能低下の方へのケ

アを充実させています。

口腔内に関する相談援助の他、お一人お

ひとりの口腔内を把握し、適切な口腔ケ

ア・指導・助言の対応をいたします。

季節感のあるイベントを実施しています。

また、おやつ作りなどの調理作業、ガー

デニングも楽しんでいただいています。

施設入所で適切なリハビリと多職種による専門的なサービスで

在宅復帰をサポートいたします。

■業務の効率化
以前は記録業務を紙ベースの手作業で行っていました。

介護ソフト導入によるICT化で作業時間は軽減し、業務の効率化を

図れるようになりました。

■記録作業のICT化
介護ソフトを導入したことで、タブレット端末から介護記録を入力すること

が可能となりました。利用者様とコミュニケーションを取りながら、バイタ

ルや食事、排せつ等のケアの実施状況をタブレットでチェックし、データ化

しています。過去のデータの確認もその場で行うことができます。

■情報共有のICT化
介護記録などをタブレット端末やパソコンで記録するため、職員が随時記録

を確認できます。紙のカルテや介護記録を探す手間がなくなり、効率的な業

務を行えるようになりました。タブレット端末で必要事項を確認できるため、

職員間の伝達漏れが減り、連携も強化されています。

■ケアの質の向上
介護ソフトの導入により事務作業の時間が軽減されることで、時間的に余裕

が生まれました。利用者様と過ごす時間が増え、ケアの質も向上すると考え

られます。さらに介護ソフトによる情報共有で、職員全員による適切な対応

が可能となりました。

Care Peace
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介護老人保健施設 ケアピース ケアピースデイ えんがわ

医療法人社団 三思会・醫光会

介護部 グループホーム課 課長 金井

ケアステーション ピース榛名

ケアピースでは、風船バレー大会と焼きいも会を行いました。

管理栄養士を中心に、当日朝より半日かけて準備した焼きいもは、ほくほくして甘く、皆

様笑顔で召し上がりました。「一番大きい焼きいも食べたいなぁ」「甘くておいしいねぇ」

「また食べたいよ」など皆様よりたくさんの声があり、大好評のおやつ時間となりました。

着物・縮緬細工のリメイクにて

小物作り・バッグ作りなど、様々

な創作活動を行っている『ケア

ピースデイ えんがわ』です。

今月は、季節の飾り物

の柿やお魚、クリスマス

ツリーの和風オーナメン

トを作製しました。

誰かの思い出の着物や

古布が、利用者様の手し

ごとで、新しいものに

生まれ変わります。着

物や古布のリサイクル

としての役割はもちろ

ん、「趣味を楽しみた

い」「得意分野を活か

したい」という利用者

様の、モチベーションを引き出

す場にもなっています。

一緒にやりがい・生きがいを

みつけませんか。皆様のご利用

をお待ちしております。

色とりどりの落ち葉や風の冷たさが晩秋を感じさせます。

紅葉狩りに少林山へ出かけております。

ピース榛名では１１月、金井キミ江様が１００歳、相川勝治

様が９９歳の誕生日を迎えました。お二人とも、記念の色紙を

受け取り、職員や周りの方たちからのお祝いの言葉に耳を傾け、

とても嬉しそうでした。

金井様の誕生日には好物のちらし寿司を手作りしました。金井

様にも食事作りに参加していただき、美味しくいただきました。

祝

この度、11月16日付で就任致しました。

入居者様・ご家族の皆様に満足していただ

けるよう、 また地域に根付いた開かれた事業

所として貢献できるよう、職員一丸となって

精進してまいります。


